漱石を読む
坊ちゃん
善人と悪人を決めることが正義なのか
社会を敵に回すと自分が社会から排除されてしまうことになる
組織で生きるためには、組織のルールと自分のルールをバランスよく持つ
何が正義かについては、人、環境、ルールによってことごとく変わる
人の間でもまれたり世話をしたりして大変な時は、成長の過程だと思えばよい
できないことができるようになるより、できることがわかる方が先である

三四郎
大人になったらできないの失敗は青春期に終えておく
戸惑って驚いて右往左往して恥ずかしいからこそ青春
人間と同じように国も成長段階があることがいつかわかってくる
自信を失ったと思ったら根拠のない自信を持つ、そんな不安定さは、若さの特権
目指すべき職業が決まると、たいていの悩みや課題が整理される
女が進んでいるのでなく、男たち自身が遅れていることに気がつかない
青春期だからこそ許されることは、大人になってまで続けてはいけない
縁が絡み合う紹介社会は、
わずらわしさがある反面個人を見捨てないシステムでもある

門
社会的に弱い者同士にとって結婚は避難所となる
世間から受けるストレスから逃れるには、家庭という避難所がいい
経済力や社会的地位がない人にこそ、結婚する意味がある
女性は男性よりストレスを少しずつ散らしていくのがうまい
心を支える確固たる何かがない時は、独身より既婚のほうが良い
些細な気分転換は、騙されたと思ってやってみると良い結果になる
緊張と緩和がバランスよくある夫婦は、常に新鮮な関係でいられる
妻の手のひらで転がされているくらいの方が、結婚生活は安泰である

道草
とことん言い合う夫婦は案外長持する
断ち切れないしがらみは、人からエネルギーを奪って疲弊させる
考えていることと感じていることがズレてしまうからこそ人間は悩む
親や実家とは適度な距離を保他ない限り、新しい生活は上手くいかない
ケンカするほど仲がいいのか，仲がいいからケンカするのか曖昧
同じところをグルグル回っているからこそ、夫婦としては安定している
賢くなければ生きていけない
しかし、人の心がわからなければもっと生きていけない
記憶とイメージに支配されると、いつしか本当の相手がみえなくなる

こころ
白黒はっきりさせて生きるのには世間は曖昧なことが多すぎる
誰のこともまず疑っておくという考え方は、エネルギーを漏電させてしまう
独特の空気感、独特の魅力を醸し出す人は源泉となる何かを隠しもっている
時間の経過を味方につけないと、心が際限なく肥大化して苦しみが大きくなる
人は、誰かと心が流れ合う経験をしないで死ぬことは絶対にできない
白黒をつける潔さよりも、グレーゾーンを生きる曖昧さを選択した方が生きやすい
血を浴びせかけられるような執念の教えを受けたら、成熟せざるを得ない

草枕
煩わしい人間関係から逃れるためには避難場所を変える
ストレスの元凶でありながら、完全には逃れられないのが人間関係である
人生の折り返しを過ぎた人たちは不安をスッキリさせる方法を知っている
今いるところから離れて
絵画を鑑賞するように自分と世界を眺めると気持が楽になる
なんちゃって芸術家になると、非人情の世界を生きられるようになる
ふとした時に現れる本当の美しさをキャッチできたら、癒しは完成する。



